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南洋材の性質 21

南洋材の材質および加工性の評価

木 材部 ・ 林 産 化 学 部

Wood Technology Division and Forest Products Chemistry Division : 

The Properties of Tropical W oods 21 

Evaluation of wood properties and wood processing suitabilities 

of timber from Southeast Asia and the Paci日c regions 

要 旨 : 南洋材のより広範な利用開発をはかるために.木材$・林産化学館においては約10年前から
未利用材を中心にそれらの材質および加工適性1<::関する総合試験を続けてきた。本報はいままでの試
験内容を概括的 1<:: とりま とめ， えられた結果に基づく材質と加工適性の府側一覧表を示すものである。
とりあげた樹植は来南アジアおよびニューギニア 11 地区からの 27 科 . 47 Jií,í. 67 樹種である。紋

験項目は材質問係が計 85 項目 ， 加工適性関係が百十 79項目である。
試験項目のうち主要なものをえらび， 樹車Eごとに一定基準による材質および加工適性の階級評価を

行なったが， そのさいの評価基舶は原則!として各特性依の平均値を中央におき， 階級限界値を線懲偏
差lζ抵づいて定めた。好価変は材質として物理的. 強度的性質， 耐朽11. 加工適性としてひき材加
工， 合板製造~霊3主性， パルプ化， ファイパーボード製造ILわけで一覧表にしている。 とれにより各
樹種の製品性能1 <::対する適性， 加工性の難易などがある程度判断でき， 利用上の技術的指針が与えら
れるものと思われる。

まえカf き

87~130 

わが国においては， 木材総需要f訟の約 1 /4 にあたる 27， 0∞千m3 (1973) を束南ア ジア ;渚地域か らの輸

入材iζ依存しており ， 乙れらの約 6096 が伶板， その他が主jC製材品として建材， 家具など広範な用途iζ

利用されている。

T洞i下材輸入の近年の推移のなかでとくにめだつのは， その産出地域がフィリ ピ ンからサパ， サラ ワ ク ，

カ リマ ンタン， ニ ューギニアなどへと若しく拡大していった ζ とであろう。樹積的にはあくまでラワ ン ・

メランチ類が主体であるが，新地域のIJfl発 lとともなって輸入樹極はしだいに多極多様化し， 各時点，時点

で新しい未利用材の活用が大きな課題になり ， とれらの有効利用のための指針となる技術資料が強く要望

されたわけである。

乙のような情勢のなかで， 木材部，林i1E化学部では昭和39年以来， 未利用材を中心lとその材質および加

工適性lζ関する総代的な試験を続けてきた。乙れらの試験結果については， 入手樹種グループあるいは年

次どとに逐次林業試験場研究報告に発表してきたが， 約 10年をへたいま一応のくぎりをつける窓味で，

全体的な試験経過をとりまとめ報告する乙ととする。本械の主たる内容は， 今までにとりあげてきた供試

材 ， 試験項目 ， および主要な材質および加工適性!と関する樹種別の評f~li-覧表である 。 ζの評仰fi表 lま後半

の名報告のなかで，試験結果の総指として示 してきたものを， 評価基準を再検討し，供試金樹癒を対象lζ

1975 年 5 月 10 日受理 木材-3 Wood Techno1.-3 
林盛化学-3 For. Prod. Chem.-3 
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一括務理 したものである。

なお， 本報の全体的なとりまとめは， 筒本卓造 〈木材部 加工科) ， 唐沢仁志(木材部 材質改良科)

が行ない， 林産化学部関係、の資料については香山 担 (林産化学部 第三科〉が分担した。

1.供試材

乙の試験で最初Kとりあげたのは， 当時ラワン類の代替材として多iU:IC輸入され始めたメランチ矧(サ

ラワク産) で， ほ lま同時期カンボジア調査団jとより現地採取された同地区建材 8 樹極について， 本格的な

試験を開始した。つづいてアピトン ・ クルイン類(フィリピン産， カリマンタンEE， マラヤ産)， カプー

ル類(サパj1(Æ) などフタパガキ科主要樹種木材をとりあげ， あわせて， カリマンタン， ニコーギニア， ソ

ロ モンなど各地区産のいわゆる新南洋材を逐次供試してい っ た 。 樹将の選定にあたっては，蓄積， 材質な

どの函から市場性の高いと思われる未利用樹事]11ζ重点をおいたが， 一方で主要南洋材のデータをととのえ

るな味から， すでに多用されている樹廠も適宜くみいれてい った。

供試した全樹駈は Tab!e 1 のように ， 11 地区からの 27科 47 属 67 樹離で， 表中の原木記号 1 ~XH1は

供試樹種グループごとに入手時期のl偵をお って付している 。 乙れらの寸法性状などを Tab!e 2 Iζ示す。

また Fig. 1 (末尾)， Fig. 2 (末尾)はそれぞれ特徴的な樹種の木口の状態および各樹種の木口の拡大写

nである 。 なお， 供試金樹種の全乾容邸主の分布は Fig. 3 のようであ り ，参考のため文献本から収録した

約 400 種のそれと比べてみると，平均値はほぼ等しく ， やや低容車~lliがわにかたよった形の分布である 。

キ 広』林省林業試験局編 ・ 南洋材1.000草Jl. 日本木材加工技術協会. 131 pp. (1965) 

Tab!e 1. 南洋材供試樹郡

Test logs from Southeast Asia and th巴 Pacific regions 
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学名 一般名 産地 !原木記号
I Mark 

Origin ! of log 

樹種
番号 | 科 名
Spe-! 
cies I Family 
No. 

Scientific name Common name 

20 I Dipterocar- I Dryobalanoρs sp. 
2il paceae| Hopeoρienei 

22 I I Shorea albida 
23 I I S. negrosensis 
24 ! ! Shorea (Rubroshorea) sp. 
25 I I 11 

26 I I Shorea (Anthoshorea) sp. 
27 I ! S. hy戸ochl'a
28 I I Shorea (Riclletioides) sp. 
29 I I 11 

30 I I Shorea (Shorea) sp. 
31 I I 11 

32 I I 11 

33 I I 11 

Vatica sp. 
35 I Euphorbiaceae I E向dosρerm即日 medullosum
36 ~ Fagaceae ! Noll.ω'fag:ωsp 
37 I I 11 

Querclts sp目

Homalium foelidum 
Gonystylus bancamts 
Calophyllum sp. 
Cmtoxylon m'borescens 
Eusideroxy/on zwageri 

44 I I Litsea sp 
45 I Leguminosae I Albizia falcata 
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 43 I Lauraceae 

Intsia sp. 
[(00問戸assia excelsa 
Parhia streptocarpa 
Pseudosindora palustris 

50 ! Magnoliaceae ! Michelia sp. 
51 I Melastomaceae I Dactylocladus stenostachys 
52 I Moraceae I Artocarpus sp. 

Eucalyρtus deglupta 
Eugenia sp. 
Tristania sp. 
Dacrydium elatum 
Anthocephalus cadarnba 
Pometia pinnata 
Palaquimn sp. 
Planchonella sp. 

61 SimarOL1 baceae I Ailanthus sp. 
62 Sterculiaceae I Pterocymbium beccarii 
63 I Tarrietia sp. 
64 ! Thym巴laeacea巴I Aquilaria malaccensis 
65 ! Ulmaceae I Celtis sp. 
66 I Verbenacea巴 I Gmelina sp. 
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Mly. : マラヤ

Sab. :サパ
Bma. : ピノレマ Cam カンボジア

N. G.: ニ ューギニア N. Z.: ニ ュー ジランド

So!. : ソロモン Swk. :サ ラワク

Ka!. : カリマンタン

Phi. :フ ィリピン

Smt. :ス 7 トラ
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樹 極 名 M民記la r木号k 

Species of !og 

キャンプノスパーマ Camþnos争erma bγeviþeiiolata XE 

2 スポンジアス S�ondias sp. XIIA 

3 ア Jレストニア AIsionia sp. XlIA 

4 ジェ Jレ トン Dyera sp. VllA 

5 アガチス Agathis sp. XlIH-1 

" " XlIH-2 

6 カナリウム CallaγÏ!t111 Sp. XIH 

7 ターミナ リア Termi向。lia sp. XD 

8 ターミナリア " XlIF 

9 エ て7 Ociomeles slt1llairana XB 

10 プゾック Anisoρiera glabra IIC 

11 ギアム Cotylelobiu1II sp. VllE 

12 アピトン Diþterocar，ρ'us sp. VA 

13 チ ュテールサーJレ D. alattls H③ 

14 チ ュテーJレノ<:.;コイ D. itlslllaris IIA 

15 ク Jレ イン Di�tel'ocar�us sp. lVA 

16 ク Jレイン " lVA 

17 ク Jレイン " VJnA 

18 ク Jレ イン 11 VJnA 

19 カ プ ー Jレ Dryobalano�s sp. illA 

20 カ プ ール 11 illA 

21 コキー クサイ Hoρea �ierrei IIE 

22 センガ「 ワ ン Shorea albida 温E

23 レ ッド ラワン S. negrosensis IXA-l 

" " IXA-2 

24 レッド メランチ Shorea (Rubrosl，ωrea) Sp. IA 

25 ラ イト レッド メランチ " VllG 

26 ホワイト メランチ Shorea (AlIthoshorea) sp. VIB 

27 コムニヤン S. hyρochra IIB 

28 イ エロ ー メランチ SllOrea (Richetioides) sp. 1 E 

29 イエロー メ ランチ " XlIG 

30 ノマンキライ Shorea CShorea) sp VIA 

31 パラウ (1) 11 

32 パラウ (2) " Vllr 
33 ノマラウ (3) " I Vll J 
34 レサック Vaiica sp. VllF 

35 ニ ュ ーギニア パスウッド Endos�ermum medullosmn XIE 

36 ニューグランドビーチ(1) Nothofagus sp. XIIF-l 

" 11 週F-2

37 ニ ュージランドピーチ (2) Noihofagus sp. 週F-3

" 11 XlF-4 

38 :t'Jレネオ オーク Querclls sp. I VllK 

Tab!e 2. 供試

Characteristics 

産地 S原A木数:tﾂ 長さ

Origin Number Le(nmg) th 
of log 

Sol. 7.4 

N. G. l 

N. G. l 9.2 

Kal. l 6.0 1 

Kal. 4.1 

" 4.3 

N. G. 10.9 

N. G. 9.6 I 

N.G. 8.5 I 

N. G. 9.5 

Cam. 4 3.7 

Kal. 

Phi. 10 

Cam. 6 3.9 

Cam. 8 3.9 

Kal. 6.3 , 
Kal. 3 

M!y. 6 5.9 

Mly. 4.9 I 

Sab. 4.0 

Sab. 5 4.0 

Cam. 4.0 

Swk. 9.4 

Phi. 19.7 

" l 27.0 

Swk. 4 4.1 

Kal. 5.0 

Kal. 2 6.0 

Cam. 14 3.9 

Swk. 4.8 

Kal. i 8.6 

Kal. B 

Kal. 4.2 

Kal. 6.4 

Kal. 6.2 

Kal. 6.2 

N. G. 9.1 

N. Z. 4.2 

" 4.3 

N. Z. 4.3 

11 4.3 

Kal. 6.2 



木の形状

of test logs 

中Di 央径
ameter 

辺材隔th 
Wid 

(cm) of 

Max. I Min 鈎zzd

68 66 2~3 

57 54 

74 66 5~7 

(79) 一
69 65 12~20 

69 67 4~6 

68 62 一
86 76 

68 64 5~8 

65 62 一
(64) 3~7 

(60) (2~3) 

71 64 3~6 

(62) 3~4 

(55) 2~6 

64 58 4~5 

59 55 3~6 

61 58 3~5 

55 49 3~4 

63 59 3~6 

(71) 3~6 

(53) 3~6 

66 63 3~5 

87 78 3~5 

87 70 4-ザ7

(74) 2~3 

(58) 2~4 

62 56 3~5 

(51) 3~5 

55 52 4~6 

80 77 4~7 

72 65 2~5 

(54) 2~3 

(51) 2~4 

(49) 2~3 

(56) (9~11) 

81 72 4~6 

53 49 

48 46 

53 47 

45 42 

(62) (6~9) 
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偏心
Eccen- 外観的特徴その他

trieitty h End I Color of 
of pi split I h巴artw∞d

Other features 

大 淡赤褐色 曲がり大(板目函lζ水平細胞|叩巡の小干し〉

大 I炎黄白色 浮上全問)体辺7部3変著しい板育変色， 成長輪切りょう
大 淡黄白色 辺の材板孔 色 ( 目商Iと乳閥、のレンズ状

中 淡'Ji白色 ( 自国IC乳跡のレンズ状の孔〉

中 賞褐色 辺材ひろし部分的にわずか変色
11 表面の繊維傾表斜大

大 淡黄褐色 表断状面面郎分不整形約，25c面mtE凹凸のi，Y~多数， 脆心、材
中 帯緑黄褐色 IC広径い凹凸多数
中 中 i炎褐色 脆心材状部分径約 25 cm 

淡黄褐色 一郎心くされ， 空洞径約 15 cm

小~大

き赤轟褐色iz 中 大 ピンホーJレ多数

樹脂少ない~多い， 節 ， 乙ぷの多いものあり

小~中 11 

小~中 11 

11 

11 

小~中 小~中 11 断面相当{i;iFI乙の ものあり
11 

11 樹脂l間道の同心円状配列|児り ょう

11 

4~ 椛彩黄褐黄亦色赤褐褐色の色ち 樹脂間道の同心円状配列明 りょ う

大 辺材烈変色

ヰ1 11 樹脂間道の同心円状記列 IYJ りょう
11 11 

小~大 小~大 11 
心ぐ されはなはだしいものあ り ， 樹脂間道
の脂同心円状配列明円り配ょう

I炎業褐色 樹!日]巡の同心状列l珂りょう

中~大 小~中 黄白色

賞褐色

大 i炎帯緑褐色 心ぐされ径約 12cm

小~[þ 11 

小~中 小~大 赤賞赤褐褐褐色色色のち 心ぐされあるもの約半数

Eド ピンホール多数

I:p 11 心ぐ され後約 8 cm

11 断面不盤形，ピンホール多数

i草子大 大 根]強心削材り為心ノ状ミ材，部外状分周より 8~20 cm 樹首変色，脆 25~30cm

hl. 部分大
11 hl.形偽心材状$分中

中 淡桃褐色
11 

中 泌褐色 断面不挫形， 顕著な広放射組織
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Table 2. (つづき) (Continued) 

樹 極 名 記h原![ar水号k 
Species of log 

7 ス Homalium foetidum 苅E

40 ラ 、、、 ン Gonystyltls bancallus XIC-I I Kal. 5.1 

11 11 XIC-2 11 3.9 

41 カロフィ Jレム Caloρlザtl!lm sp. XG Sol. 5.2 

42 ゲロンガン C1'Otoxylon al'borescens 週D Smt. 5.8 

43 ウ ン Eusideroxylon zwageri XIlJ Kal. 6.2 

44 リツェア Litsea sp. XIF N. G. 6.2 

45 アJレピジア Albizia falcata XIIH N. G. I 2.0 

46 インツィア Intsia sp. XID N. G. I 5.2 

47 メソゲ 1) ス Koomρassia excelsa XIl1 Kal. 6.2 

48 ロ ヨ ン Parkia streρ.tocarpa llD Cam. 4.0 

49 セプタ ー ノマヤ PseudosÏ1ldo1'O ρalustグis 3江B -l Swk. 4.2 

11 11 XIB-2 11 4.1 

50 | チ 4 川 Micltetia Sp. VllD Kal. 6.2 

51 ジョンコン Dactylocladus stclIostachys XIA-l Swk. 5.9 

11 11 XIA-2 11 4.8 

52 ケレダ ン Artoc01'ρ/lS Sp. VllL Kal. 4.8 

53 カメレレ EucalyρtllS deglzψta XIlD N. G. 9.0 

54 ケラッ ト Eugenia Sp. VllM Kal. 6.2 

55 ロン リヤン Tristania sp. IIG Cam. 4.0 

56 スロール クラハム Dacrydium elatu1n lIF Cam 4.0 

57 フ フ.ラ 。 Allthoceρhaltls cadamba XIlB N. G. 9.0 

58 タ ウ ン Pometia pi1tnata I XC N. G. 9.0 

59 ナ 卜 Palaquittm sp. XF Sol. 7.6 

60 プランチョネラ Planchonetla sp. 湿B N. G. 9.4 

61 ホ ワ イ ト シリス Aila1lthus sp. XA  N. G. 10.6 

62 アンベロイ Pterocymbﾌlt1l1 beccQ1'ii 湿C N. G. 9.1 

63 テラリン Tarrietia sp. VllC Kal. 6.2 

64 カ フ ス Aqttilaria 押wlaccensis VllB Kal. 6.0 

65 セルチス Celtis sp. XIlC N. G. 9.0 

66 グメ リナ Gmelilla sp. XIG N. G. 6.8 . 
67 チーク Tectona grandis 湿G Bma. 4.8 

ー

原木紀号 I~"のグループの紀~のない郎分は不明。

2. 試 験項目

とりあげた試験項目は， 実施の過程で一部変更， 追加されたが， 最終的?と材質関係が物迎的性質， 化学

的性質， 強度的性質， 耐久性の計 85 項目 ， 加工利用関係が製材およびひき材の加工， 合仮製造， パノレプ

化，フ 7 イパーボード製造の各適性計 79 項目である (Table 3) 。 ζ のうち材質関係、の試験内容は， 各樹

極の加工適性に関係する基礎材質および製品性能3平価のための材質指標という両国をもっている。諸項目
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3. 試験結果の報告
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前述のように試験結果は入字樹積グループ

どとに林試研報IC逐次報告してきたが， 乙れ

らの一覧表を付表lζ示す。報告はそのつど試

験実施項目を一括収録するのを原則としたが，

各極のõJHmとより必ずしもそうな っ ていない

ものもある。 なお， 乙の一連の試験は項目ど

とに関係研究室(研究日)が分担実施したが，

そのさい主査あるいは全体の調盤，と り まと

めを行な ったのは下記のメンバーである。

昭和39~43 (原木記号 1 ~VDI) :寺沢英，

江草義正，昭和 43~45 (1京木記号1X) : 中村

主主， 筒本!:I込!i， 昭和 45~49 (原木記号 X~

湿) : f河本卓造， 庇沢仁志。

尉 10

制

r-"-" , . 
' 

・---~

5 

。

且3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 

合姥 8 捕直 1 9/cml l
Ap同rent specific gravity In 0.時n dry 

Fig. 3 ~さも!i 霊の分布

Frequency of apparent specific gravity. 

Table 3. 鼠験項目

Test items 

性質 Properties 測定項目 Measured items | 項目数Numb巴r
of item 

物理的性質 容 ffllli 気乾容m霊，全車E容積重， ?~秘i!fi&数(分布) 3 

収総 *1 接線方向の気乾収縮率，全収縮率， 平均収縮率 3 

半径方向の気乾収縮率，金収縮率， *，均収縮率 3 

紬方向の気乾収縮率， 金収縮率， 平均収縮率 3 

交鈴木理 繊維交錯度 (分布〉

l政 7}く率 (心材・外部)木目前，板目函， 柾目面の吸水量
6 (19) 

(心材内古11) 木口面， 板目国， 柾目面のl吸水盆

化学的性質 化学組成 灰分， 熱水可溶分，アノレコール ・ ベンゼン可浴分

ホロセルロース， 出セJレロース， リグニン 3 

ヘキサン抽出分，エーテル州I Iil分， アセトン抽出分，

メタノーJレ抽出分 4 

繊維形態 繊維長， 繊維径， 細胞膜壁厚 3 (13) 

強度的性質 縦曲げ 気乾材 ヤング係数，比例限強さ，破爆強さ 3 

縦圧縮 11 ヤング係数， 比例限強さ，破爆強さ 3 

縦引張り 11 ヤング係数， 比例|根強、さ ， 磁波強さ 3 

秘圧縮 11 接線方向のヤング係数， 比例|根強さ 2 

半径方向のヤング係数， 比例限強さ 2 

総引張り 11 接税l方向のヤング係数， 比例限強さ ， 破壊強さ 3 

半径方向のヤング係数，比例JI1!強さ，破壊強さ 3 

部分圧紛 11 接5 線9g方強向さの比例限強さ ， 1 mnl 強さ ， 2 mm 強さ，
4 

半径方強向の比例[浪強さ ， 1 mm 強さ ， 2 01m 強さ ，
596 さ 4 
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性 質 Properties

- 95-

鋸断能率， 所要動プJ

板目板，柾目板の乾燥速度

表面割れ， 断面変形， 内部~日lれ

彼自板，征目板のスケジュール乾燥による所要時間

縦切削， 横切削， 木口切削の切目IJj抵抗，刃先寿命

レゾルシノール樹脂， フェノ ール樹脂， ユリ ア樹脂，
酢ピ樹脂， カゼイ ン樹脂のせん断強さ
レゾルシノ ール樹脂， フェノーJレ樹脂， ユリア樹脂，
酢ビ樹脂， カゼイン樹脂の木破率
レゾルシノール樹脂，フェノ ール樹脂，ユリア樹脂，
酢ピ樹脂， カゼイ ン樹脂のはくり率

合板製造 | 単板切削 生 材 | 刃口水平方向絞り 0弘 5弘 1腕の裏割れ率
煮沸材 I 05ぢ， 59ぢ， 10%の哀~~Jれ率
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測定項目 Measured items 

11 板目商， 柾目菌の強さ

木口面， 板目商，征目面のかた さ

吸収エネルギー

11 

11 

ヤング係数， 破壊強さ

ヤング係数，破壊強さ

板目i1iï，征回国のかた さ

板目面，柾目而のかたさ

接線方向のヤング係数， 破壊強さ，破壊ひずみ

半径方向のヤング係数， 破壊強さ， 破壊ひずみ

材 | オオウズラタケ，カワラタケ， ヒイロタケによ る
1 :重量減少率

材| オオウズラタ ケ， カワラタケ，ヒイロタケによる
ffifïi減少率

むきはだ
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| 塗料硬化時間， 塗膜付着力， 飢割れ

| 項目数
Number 
of item 

2 

3 

1 (33) 

2 

2 

2 

2 

3 

I 3 (14) 

3 

3 ( 6) 

2 

2 

3 

2 

4 

5 

5 

5 (28) 

3 

3 

2 

2 

3 

3 

3 

3 (24) 

3 ( 3) 

パルプ化 パルプ収率，ローエ価，白色度(未漂白) 3 

潔白収プ率， 白色度耐，(折漂裂強白断)さ長， PC 価張 ピッチ ト ラブル 4 

パル シート密さ度 (引 り強さ) ， 比破裂強
さ，比引裂強 , 5 (12) 

771 パー 収l率T 比重，吸水率 C1!耳サイ ズ，サイズ処理〉 A 

ボー ド製造 衡幽〈〈 強き 〈無サイ ズョ処サ理イズ処理)， 引張り強さ
111tサイ ズサイズ > 4 

撃線主主、さ (1!!\サイズ，処サイズ処理)， 硬度
サイズ， サイズ Jlli) 4 (12) 

晋t. 164 

注)太字は既報評価2.( ICとりあげている項目。
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4. 評価基準と樹種別評価表

いままでの報告は一部をのぞき，各種の材質および加工適性別に供試樹穣グJレーフ。のデータが記載して

あり，特定樹極の全般的な性質を縦覧するには適当なまとめ方でない。乙のため後半の報告では各性質ど

物理的性質

容(全積乾)*霊1 S収hrink総age f本ro (全乾)lUKage rrom green 
階級 Apparent to oven dry 

Table 4. 物理的，強

Grading standard of physical 

Physical properties 

変R容a秘動ti密比00度f数料 繊維交錯度判 IHえ(板J.K目 f面生判) 

bulk Maximum Water 
densirtey l at 

Class specific 
接線方向*2 半 径方向判 2El0is5tぢa ative 

degre巴 of absorption in 
gravity in interlocked tanctgi 巴ntial I 
oven dry nc巴

gram sectlon 
Tang巴ntial I Radial 

ftrhoalRt n 回apitRit8踊h 07t6 o St 
グ0(gJcm3) 出ot(96) 出or(96) G(%) (g/24hr ・cm2)

I ~0. 35 ~ 6.2 ~2. 6 ~0. 70 i ~ 7 ~0. 01 

E 0. 36~0. 51 6 目 3~ 8.0 2 . 7~3. 8 O. 7l~0. 90 8~14 0. 02~0. 05 

E 0. 52~0. 67 8. 1~ 9.8 3 . 9~5 . 0 0. 91へ'1 . 10 15~21 0. 06~0. 09 

lV 0. 68~0. 83 9. 9~1 1. 6 5 . 1~6. 1 1. ll~l. 30 22~28 O. 1O~0. 13 

V 0. 84~ 11. 7~ 6 . 2へ， 1 . 31~ 29~ 0. 14~ 

Appendix: 容m霊， 容杭密度数の蕊準(換算)*

Range of apparent specific gl'avity in each M. C. stage and bulk density 

容積室 Apparent specific gravity 

階 級 ー一一 ー一一一 一

会 乾
Class Oven-dry 

ro(g/α113) 

I ~0. 35 

E 0. 36~0. 51 

E 0. 52~0. 67 

W 0.68~0. 83 

V 0. 84~ 

本f免算は次式ICよる。

r..,= ro 100+11 
" v 100+0.841'011 

R=ro _ _100 -'0 一一一一一一-X I03
v 100+281'0 

)<L 

hιC. 1296 
r12(g/cm3) 

~0. 38 

0.39~0. 54 

0 . 55~0. 70 

O. 7l~0. 86 

0. 87~ 

ただし， r" はある合水車 tt における容2貴重。

注〉

本1 1IS Z 2103 木口試片による。

*2ホ3 ]IS Z 21031Cよる。

乾 Air-dry 

M.C.I115125) ぢ
γ15(g/C 

~0. 39 

。目 40~0. 55

0. 56~0. 71 

O. 72~0. 87 

0. 88~ 

容むi 密度数

~320 

321~445 

446~565 

566~675 

676~ 

*4 半径方l句において， 樹心からの隔たりが半径の 20% および 80;;彰の位位の容桜密度数 (R20 ， Rg o) の比で示す。
*5 正常・な材部(プリットノレハートをのぞく)における交錯皮の政大値で示す。交鉛l支は軌方向 3 cm の生材を半径
方向の2t単線lζそって~i~J裂し ， 対面における蕊司直線とのずれをはかり ， 軸方向の長さに対する百分率を求める。

本6 11S Z 2104 による板目面駁水晶。
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と!と主要項目をえ らぴ， 一定法当主による階級区分をしたJil'fIl6一覧表をつけ加えてきた。そのさいの評価法

準は実務的な立場から， かりに定めたものがす く なくなかったが， 本桜ではとの基準を再検討して供試金

樹種lζ対する評価表を作成する ζ ととした。

ðt的性質;の.!'H面器準

and mechanical properties 

一一一一一一一一
ヤング係数料
(縦， 曲げ〉

YOUNC'S 

modulus in 
static 
bending 
parallel to 
gram 

Eo 
(108kg/cm2) 

強度的性質 Mechanical properties 

曲dげ(L縦強〉さ特 圧縮〈強縦)さ判 せん〈柾断目強面さ〉判。
Modulus of Maximum 
rupture in 

cstrruesnhglnth g ln Ss(Rthreaeadnriga11tl 11g 1 static 

bpaenradlilnesl z to cgpoarnar1aipn lrleel sstlo ou surface) 
I gram 

σb(kg/cm2) σc(kg/cm2) η(kg/cm2) 

耐桁性 Durability 

キ11 I .ill :日減少率判2
Weight loss (96) 

オオウズラ タケ | 
ヒイロ タケ ' !カワ ラタケ

al I !y;oJ!Iy'ces I Cω'iolus 
戸alllstris， I こ::t LW

I Pycnoporus I …，山νv・v，

mり I c百ccineus I 
~-75--1 600 ~310 ~ 65 I ~O， 8 I ~ 3 ! ~ 3 

76~105 

106~135 

136へJ165

166~ 

311~440 

441~570 

571~700 

701----

キ7-ヰ11 ~l'l也材 (合7l<ヰ..: 15士2$百) ，

*7 JIS Z 2113 による。 Eo= 190rl G としてきめる。

・8 JIS Z 2113 による。 σ0= 1. 530rlð としてきめる。

*9 JIS Z 2111 による。 I1c=800r15 としてきめる。

*10 JIS Z 2 114 による。円=170r15 としてきめる。

66~ 95 O. 9~ 1. 5 I ~ 3 I ~ 3 

96~120 I 1. 6~2. 5 I 4~14 I 4~12 

12 1~150 2. 6~3. 8 I 1 5~25 I 1 3~20 

151~ I 3. 9~ I 26~ I 2 1~ 

*11 JIS Z 2117 によ る。 Hγ=5.0( 1'15)2 としてきめる。

(*7-*11 の各項目!とおけに容積辺との関係式はいままで当怨で供，よした全市i下材の結'*から求めた。)

・12 樹心と辺心材境界との中央付近からとった心付試料について， 耐桁性試験 (JIS Z 2119-1958) ICより重量減

少率を求める。階級が凶組問で異なる.\ß合は大きい':Jjをとる。また. 階級 I と lHま抗試験の結'*あるいは文献に

よって区分する。

Note) 

本1 Based on JIS Z 2103, cross section. 
ホ2ホ3 Based on JIS Z 2103. 

本4 Distribution of bulk density on radial dir.ection. 

*5 Percentage of the discrepancy to the length of longitudinal direction, splitting along the base line 

of radial direction. 

本6 Water absorption in tangential section of heartwood based on JIS Z 2104 

勺~円1 Air dry (moisture content 15土2%) ， heartwood. 

*7 Based on JIS Z 2113. Arranged as Eb=190r16・

*8 Based on J1S Z 2113. Arranged as l1�=l. 530r16' 

事9 Based on JIS Z 2111. Arranged as I1C=800rH・

ホ10 Based on JIS Z 2114. Arranged as ~r= 170rlG ・

*11 Based on JIS Z 2117. Arranged as HT=5.0(r16)2. 

*12 Based on ]IS Z 2119. Adopted the large value in case of the different value among the fungi. 

Classify class 1 and II according 10 results of the stake test. 



- 98- 林業試験場研究報告第 277 号

ひき材加工 Lumber processing 

鋸断性 乾 r燥Vl 性 回 転by鈎切t削i ↑z生k 
階級

Sawing Drying Cutting by rotating knif巴

Class 鋸Sa断wi能ngEV1 乾燥時tiiijmj相e 切削抵抗判 刃先の寿命制
Drying 

Cutting 
rate 

force 
Knife life 

(m2fmin) (day) (kgfcm) (m) 

I 4. 7~ ~ 3.5 ~1. 4 1 ， 501~ 

E 3 . 9~4. 6 3. 6~ 9.5 1. 5~1. 9 1 ， 001へ-1 ， 500

皿 3. 1~3. 8 9. 6~15. 5 2. 0~2. 4 601 へ- 1 ， 000

れf 2 . 3~3. 0 15. 6~2 1. 5 2. 5~2. 9 101~ 600 

V ~2. 2 21 . 6~ 3. 0~ ~ 100 

注)

Table 5. 加工性

Grading standard of wood 

接 GlむUlllg 
性

せん断接着力判 はく離 ~*6

Shear Per c巴nt of 
strength delamination 

(kgfcm2) (9，の

191~ ~ 1.0 

151~190 1. 1 ~10 

1 1 卜~150 10 . 1 ~30 

7レ~ 110 30. 1 ~60 

~ 70 60. 1~ 

*1 送材車式41?のと錠(のとlfI径 1. 050 mm) fCより ， のと速度 41. 2 m/ sec, のこ厚 0.9mm， のと幅 ]00-127
mm，ピッチ 32 mm， tお喉角 25.，歯背角 20. ， あさりの出 0. 5 mm の幽 1 枚おきステライト総省の条件で鋸断
して、 ひきまがりのない最大送材迷皮から算定した単位1時間]あたりのひき而ll'lを求める。

キ2 内笥1送風型乾燥談位〈材|間風速 1 m/sec 以上〕において， 板目，柾目iß材(心材， 生材Jfl.さ 27 mm) をj対話ど

と lζ ， それぞれ適正なスケジ ューノレICよって乾燥するための所要日数を示す。なお， 仕上がり程度は一般家具!日
材を対象とすに。

*3 乾燥材(含水率約 12%) をかんな刃 SKH3 ， 主軸回転数 900 rpm，切削円直径 170 mm, ií1J削角 56. ， 刃先角
40. ， 刃数 4 のうち有効刃数 1 ， 切目IJ深さ 2.0mm ， 1 刃あたりの送り泣 3.0mm の条件において切削する。 との
窃合の ト ルクイi('[から ， 単位切)11J幅あたりの切目IJ抵抗を求める。
刊かんな刃 SKH3 ， 主事h回転数 6.120 rpm. 切削円直後 ]30 mm， 切削角 56. ， 'Jl先角 400，有効刃数 1 ， 切)ïlJ深
さ 1. 0mm， 送り速度 20 m/min の条件において乾燥材を辿続して切削し， 欠点率が 70% 1ζi主する切削材長を制
べる。

キ5 厚さ 2.0 cm ， 隠 11. 0 cm, :長さ 37 cm の板目板，または追柾絞(合水率 10-12%) を塗布五t330 g/m2， 圧締
圧力 7-15 kg/cm尺 11与l白 16-24 hr ， 沼皮 25-450C で援活し ， ASTM D 905 IC準ずるプロックせん断接着強
さを求める。

*6 5 と向-ill成材 ( 5 枚政府) から長さ 7. 5cm， 阪 10 cm の試料をとり ， ユリア制ijll按il1ilJlとついては集成材
の ]AS， レゾルシノール樹脂接着剤については ASTM D 1101 1とよ りはく灘率を求める。

キ7 終処理材の心材怖をよきり厚さ 1. 02mm, 'Jl物角 21 . ， 逃げ角約 10， ノーズパー絞り (水平方向) 10$杉において
切削し ， l亘書IJれ深さの単板厚さ IC対する割合で示す。

牢8 述続して切削した状態での， 切れ味低下を考慮した切削函の良否〈けばだち， 巡目 iまれ， びびりなどの程度)
を示す (工場資料による)。

*9 厚さ 1. 0mm， 大きさ 30 X30 cm の心材単板を乾f;j(温度 1400C， 湿球温度 50-550C， 風速 1. 1 m/sec 1とおい
て合水率 10% まで乾燥したときの乾燥時間を求める。

*10 向11'1板を金網送り ， i!lt皮 130-140.C において， 合水率 0-5% まで乾燥し， 50枚重ねる。事IttJ.荷および負荷
(約 10 g/cm2) 時の日さをはかり ， 前者の 2/3 の値と後者の値の和を求める。

ホ11 Wさ 1. 0 mm， 大きさ 30 x30cm の仮処理心材単絞 (3 ply) を塗布量 30 g/(30 cm)2, 冷圧 (1 hr) 後熱圧接
~~t し ， そのつど， コン ト ロールとして同一条件で援活した レ ッド ラワン単板との接着力比を求める。ただし，
ユリア樹脂 : 増量刑 10 部， 水 10 部， 熱圧 1100C， 1. 5 min, フェノーノレ樹脂 ・ 充狽剤 10 部， 水 0....... 5 ~部 ， 熱
EE 140. C , 3 min とし， 斌験法は合板の JAS による温冷水7);:前回t験， 京vr.くり返し試験とする。

*12 板目および柾目試験片について温度 20. C ， 関係湿度 65-70% における硬化時間を測定する。塗料混合比は不
飽和ポリ エステノレ樹脂ワニス 100 Iζ対し ， ナフテン般コパノレ ト (Co 5%) およびメチノレエチノレケ ト ンパーオキサ
イド 1 (ffi fil:比) とする。なお， 自どめおよび下塗りは行なわず， 塗談時JmJ!l-を 250μ とする。

*13 柾目試片 〈合水lfl 15%) 1ζ 目どめ， 下塗りをせずニ トロセルロースク リ ヤーラ ッ カーを 3 回塗布(平均塗平首長
400 g/m2) し ， 特殊合板の JAS による平面引照り試験を行なう。

キ14 金活性アJレカ リ 16%， 硫化寧 25%， 液比 4-5 1/kg， 族解温度 170.C， 最高混皮到述i時間 1.5 hr，最日温度保
持l時間 1. 5 hr の条件で落解した場合のクラフトバノレプの収事を示す。

本15 引張り強さ ]IS P 8113 ， 引裂き強さ ]IS P 8116 によ る。
ホ16 JIS P 8123による。
本17 Tappi 5tandard T 202 05-61 による。

*18 GIERTY (Svensk Papperstidn 48, 317, 1945) の方法によ る。
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単板切削性 1}1 板乾燥性 接着性 Gluing
Veneer p田ling Ven巴巴r drying 

哀別れ率判 むきはだ柑 乾燥時間判 狂 む、*10
後 o者f 力比率11

Ratio of shear strength 

Lathe Veneer Drying time Warp 
ユリア樹脂 フェノール樹脂check surface 

く96) (min) (cm) Urea resin Phenoric resin 

~3. 7 ~1 1. 5 1. 92へd 1 . 32~ very good 
16~30 やや良l!Oい

3. 8~5 . 2 11. 6~13. 6 1. 53~1. 91 1.1 2~1. 3 1 good 

3 1 ~45 I 中府 5. 3~6. 7 13. 7~15. 8 1. 14~1. 52 O. 92~I . 11 medium 

ぃo I やや思い 6.8~8. 2 1 5.9~ 17.9 O. 75~1. 13 O. 72~O. 91 poor 

very poor 
8.3~ 18. 0~ ~O. 74 ~O. 71 

ペ9 PC 佃測定以料について斑点の多少を判定する。
市20 読書気圧 10 kg/cm2• 煮沸温度 183・C で災験用アスプルンドを用い 4分茶n. 同温度でさらに 1 分閥解総後リ
ファイナーを伎用し. r:uげき 0-0. 05 mm. ~皮 3~杉で~7:温~平総したときの収率を測定する。 フ リーネスは 22土
2:sec 前後。

*21 同条例でパルプを製造し， 成型時IC:絶乾パノレプIC対しパラフィンエ 7)レジョン 0.6%. フェノーノレレジン0.3.$百
を同時混入し，さ らに硲政バンドを 3%添加してパルプ波の pH を 4.5 :t 0.2 IC規制l し.AA庄熱処理 (1500C.
3 hr) および淘湿したのち J1S A 5907 ICより出1げ試験を行なう。

冷22 上記ポードについて 11S A 5907 Iζより吸水車を測定する。

Note) 
本1 Sawing area calculated from maximum feed speed without crook of sawn 1umber. 

・2 Time reQuired for drying 27 mm thickness heartwood 1umber by suitable drying schedule with 
internal fan type dry kiln. 

*3 Cutting resistance of kiln-dried lumber in longitudinal cutting. 
句 Cutting length of kiln-dried lumbe~ at 70% of blemished lumber percent in longitudinal cutting. 
・5 Block shear strength : based on ASTM D 905. 
*6 Urea resin adhesives: based on JAS of laminated lumber. Phenol resin adhesives: based on 

ASTM D 1101. 
本7 Lathecheck depth of 1. 0 mm thickness veneer peeled with horizontal opening of nosebar 10%. 

green condition. 
句 Quality of veneer surface (woo1y grain and tom grain. etc.) observed in successive peeling. 
・9 Time required for drying 1. 0 mm tbickness heartwood veneer at temperature 1400C 
*10 Stacking height of 50 sheets dried heartwood veneers of 30 cm square. 
・lL Ratio of shear strength of each species veneer to control one (Shorea llcgrosellsis)based on JAS 

。f p1ywood. 

勺2 Curing time of unsaturated Po1yester resin vanish painted on f1at and quarter-sawn lumber at 
temperature 20oC. 

傘13 Adhesion strength of nitrocellulose clear laquer painted three times on quartersawn 1umber : 
based on JAS of fancy p1ywood. 

*14 Pulp yield : cooked by kraft process. 
場15 Tensile strength : based on JIS P 8113. Tear strength : based on JIS P 8116. 

*16 Based on JIS P 8123. 
事17 Based on Tappi standard T 202 os-61. 
・18 Post color number : difined by Gierty (Svensk Papperstidn 48. 317. 1945) 
・19 Resin spots counted on the pu1p sheet after aging procedure. 
事20 Pulp yield : treated by Asplund process. 
*21 Based on J1S A 5907 (tests carried out on sized board). 
市22 Based on JIS A 5907 (tests carried out on sized boar1). 
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Table 5. (つづき) (Continued) 

'一
塗装性 Painting ノマ Jレ フ。 化

塗料硬化*12 塗股付着力*13 51ミ漂白パルプ Unbleached pulp 

階級
強Strenl!t皮h切Cnring time Adhesion 収 $*14 treng Class str巴ngth 白色皮*1G

Yield 
引張り I 引 T裂ea き
Tensile Tear 

Brightness 
(hr) (kg/cm2) 〈必) (km) I (km) 

I ~l. 70 36. 1~ 50.1~ 10. 5~ 161~ 29. ト~

E 1 . 7 レ~2. 10 30. 1~36. 0 47.1へ-50. 0 8. 9~10. 4 141~160 

E 2. 11~2. 50 24. 1~30. 0 45. 1~47. 0 7 . 3~ 8.8 121~140 19. 1~24. 0 

W 2 . 51~2. 90 18 . レ~24. 0 40. 1~45‘ O 5. 7~ 7.2 101~120 14. 1~19. 0 

V 2 . 91~ ~18. 0 ~40.0 ~ 5.6 ~100 

4. 1 評価基準

評価のために選んだ主要項目 と ， それぞれの評価基準を Table 4, 5 に示す。 ζれらの試験方法と基準

の定め方の一部を同表の注としてあげているが， 評価基準決定のさいの基本的な=考え方は次のとおりであ

る 。

1) 評価は I ~Vの 5 段階とする。物理的， 機械的性質・については各特性値の小さいものを I と し，加

工適性については加工容易なもの， 加工品質のすぐれているものを I とする。

2) 供試金樹杯1 (針葉樹をのぞく 〕 についての各特性値の平均値 (主〉 と終準偏差 (σ) IC誌づいて各

階級の限界{践をきめる。 すなわち Fig.4 のように， 平均値を中心におき標準偏差IC係数出を剰l じた帽を

とってEとする 。 その両側IC同一幅をとってそれぞれ 1I， lVとし， 乙れらをこえるものを し V とする。

乙のさい階級幅(級間隔)は， 1 または V の度数が 5~10~ぢ程度になるように定めたので，店の値はほ

ぼ O. 6~1. 0 となり ， 分布のかたよりのはなはだしいものは乙れがさらに小さくなる。

このようなJレーJレによらなかった項目は容積密度数変動比， 強度的性質の全部， jj"朽性， 回転飽切削の

刃先寿命， 単板切削のむきはだ， ひき材接活性のはくり率， パルプ化のピッチ トラ フ〉レである。乙のうち

強度的性質は， 容厳重との相関が他の項目に比べてきわめて高いので，供試金樹寝について求めた容ぷE

K対する回帰式から， 容右!i丞の各階級限界{ífil.ζあわせて階級{u'iを定めた。 また容杭密度数変動比とひき材

技za生のはくり率以外は定量値がえがたく ， 直接 5 附級区分を行なってい る。

4. 2 樹種別評価表

供試全樹駐について Tab!e 4, 5 の評価基準により ， 材質および加工適性を階級わけした評価一覧表が

Table 6, 7 である。試験の前半に供試したグループ (原木記号 1 ~VlIT) のなかには SJlO1'ea Aりlþochl'a

(1I B) , Diptel'ocarρus spp. (lV A , V A , VlIT A) などのように各樹種の供試個体数が多く ， 試験項目によ

って個体の異なるものもあるが， 乙れらについては各項目の特性備の平均値をその樹穏の値とみなして評

価した。なお， Table 8 に参考ーとして， 各隣級の度数と関連諸数値を項目ごとに示しておく 。
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Pulping 
ファ イパーボー日ドb製er造b 

漂白パノレプ B1eached pulp 
Manufacturing of fiber board 

潔 Bleach白ability 性 色もどり ピッチトラブ
収 率*20 山げ強さ*21 吸水準~*22

Colour 
Jレ

ローエ{却制7 白色皮*18 reverslOn Pitch trouble Yield B巴nding vVater 

PC価*18 樹Re脂si斑n 点*19
strength absorption 

Roe number Brightness PC number spot (96) (kg/cm2) (96) 

~2. 5 90.1~ ~ 1. 5 な し 86.1~ 681~ ~ 15. 0 
nil 

少ない
2. 6~3. 5 86. 1 ~90. 0 1. 6~3. 0 small 

83. 6へ-86 . 0 561~680 1 5 . 1~ 1 9. 0 

3. 6~5. 5 82. ト~86. 0 3. 1~4. 5 やや 1多umい 81 . 1 ~83. 5 441へ，560 19. 1~23. 0 
mediu 

5 目 6~7 . 5 78. 1 ~82. 0 4. 6~6. 0 多 い 78. 6~81 . 。 32 1~440 23. 1へ，27. 0

7 . 6~ ~78. 0 6. 1~ 
非常rlavにrlga多er い

~78. 5 ~320 27 ト~
very large 

南洋材の性質 21 (木材部 ・ 林産化学部)
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Fig目 4 各特性値の階級限界値のきめ方

Determination of each class limit. 
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Table 6. 物理的 ・ 強度

Grading of physical and mechanical 
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Octomeles Slt1l1at1'01lO 

Aniso�tel'a glabra 

Cotylelobium sp. 

Dipterocarpus sp・

D. alatus 

D. insularis I n A 

Di�terocar�us sp. I N A 

11 I NA  

11 I VDIA 

1/ ! 四A

Dryobalallo，ρs sp. I illA 

11 , illA 

Hoþea ρierrei I n E 

Shorea albida 1 溜E

S. negrosensis I IXA-l 
11 IXA-2 

SllOrea (Rubroshorea) sp. I 1 A 

11 I VllG 

Shorea (AnthosJr01'ea) sp. I VIB 

S. I.げρocll1'a i Il B 

Shorea (Richetioides) sp. I 1 E 

11 I 沼G

Shorea (Shorea) sp. ' VIA 

11 VllH 
11 IVllI 

11 , Vll J 
Vatica sp. I VllF 
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n (0.48) 

Il(0.41) 
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N(0.75) 

V(0.97) 

V(0.99) 
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的性質の評価表

properties of each species 

一Physical properties 強度的性質 Mechanical propert-s 耐朽性

数手予防変衛動比度判 繊維交判 吸水性判 曲げヤン*7I I1hげ強さ柑圧縮強さ判せん断*10 かたさ判1， IOurability
Ratio of 錯皮 板目面)グ係数(縦)1 (縦)1 - _ (縦)強さ (板臼函)
b~lkV v , 1">6 ___,____1.r_L___ IYOUNG'S IModulus I Max!~lUml (柾目面)1 _.
densaty at MaXIInurf n V11竺巴r. modulus of rupturecrushing S h lde Ea減率12
20% . 1 ~eLgree of 1 ~出urptIOnin static in static strength sSftRhreaeadnrigaintl 1g 1 ardneSS 少$
~7~~!~v~e^ I~~!:~::， 1~~_ _^...:Jb~n~li~; Ib~ndi~; I ~::_:~~~ I~~;_~~l~~h 15:~~ngen-~!!~n~:~h I ~o_~!=d I~~~~~~tiaq ~:~~t~r tol ~:~~tl~r tol p~es~~o;:t .l ëR;di~i-- Jù~ì from がt~'.. Igrain 蹴tan出gEnn pa. topaqtopa 
~~~hat at 1= Igrall1 IgralO I g~~TJ;_- _- --1 -------/1--.-----/ 1 Joss 
80,% 

~ I ~ i ~ I ~ I ~ I ~ I ~立 I v 
I ~ i ~ ~ I ~ I ~ I ~ I ~ I ~ 

II II I V II I 1 I 1 I 1 I II I N 

~ I ~ i : 

1 I II V m I II I II I II I II I V 
1 i m m II I II I II I m I m I m 

1 I II 1 II 1 II I II I II I II I II I N 
1 1 V 1 m 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 m 

m I II I - I V I N V I V I V 1 

~ i m i -I ~ I ~ ~ I ~ I ~ ~ 
皿 - - m I m N I m I m m 

N I II I - V N I N I N I m I m 
m I 一一 ! V V I V ! N I N : m 
W 一一 I V V I V I N I m I m 
m 一 一 N N 1 m 1 m 1 m I m 

?ll iEiZl;13 1;;:  
E l m l - 1 E E E l E l E E E 

II 1 N i - m m m I II I II I II 
一 1 - I - ' ll II I ~ I m I II ー
立 I N I - I ~ ~ I ~ I ~ ~ I ~ 
II - I - I m m ll ! m II I II 

~ I こ : ~ ~ I ~ I ~空
~ I ~ t ~ I m I II I II I II I m I II 
II m I - I V I V I N I V I N I II 
m I N I - I m I N I N I N I N I 1 
m I N I - I V I V I V I V I V I 1 

~ I ~ I - I ~ I ~ I ~ I ~ I ~ I : N I 1 - I m I N I N I N I m I II 
月

1 I 1 V I II I 1 1 I 1 I 1 I V 
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Tab!e 6. (つづき) (Continuecl) 
ー+・

物理的性質

原記 木号 EE 地
25Z(!i会E乾*1] S収hr 縮率inkage from 

樹 極 名 green to oven clry 

Species 
Mark Origin AppCa1r114 ent 鍬方IÎ，J *2与径方向"of log speclnc 

gravitdy r in 
oven ary ~a?gen- I Radial 

tial 

36 ニュージーランド Notl/Ofagus Sp. Xl!F-l V W 
ピーチ (1)

11 11 溜F-2 11 m(0.59) V W 
ニュ ー ジーラ ンド Nothofagus Sp. XIlF -3 N. Z. m (0.67) 37 
ピーチ (2)

N IV 

11 11 溜F -4 11 I m(O 臼) I IV IV 

38 ボルネオ オーク Quercus sp. VllK Kal. V(0.96) 1V IV 

391" フ ス Homalium foetidum X1IE E IV 

40 7 
、、、 ン Gonystylus ballCal1llS XIC目 l Ka1. I m (0.65) IV 班

11 11 XIC-2 11 I m (0.60) W 皿

41 カロ フィ Jレム Calo�hyllum sp. XG  Sol. I ~ :~. 5~~ E IV 

42 ゲロンガン Cratoxylon O1'bol'escens 凋D Smt. n (0.42) i IV 四

43 ウ ン Eusidel'oxyloll zwagel"i X1IJ lくal. ~ ~~. ~~~ I 孤 E 

44 リ ツェア Litsea sp. XIF N. G. n (0.40) 班 E 

45 ア Jレピジア Albizia falcata XlH N. G. 1 (0.35) E E 

46 イ ン ツ ィア Intsia sp. XID N. G. m(0.65) I E 

47 メ ンゲ リ ス I<oompassia excelsa X1I1 Kal. IV (0.69) E IV 

48 ロ ヨン Paγkia stγeþtocaγþa nD Cam. Il (0.50) E E 

49 セプターパヤ Pseudosilldo1'O palustris 3江B-l Swk. m(0.56) E E 

11 11 XIB-2 11 班(0. 63) 血 m 

50 チャンノマカ Michelia sp. VllD Kal. Il (0.51) E E 

51 ジョンコン Dactyloc/adus stenostachys XIA-l Swk. Il (0.43) E m 

11 11 XIA-2 11 Il (0.50) E E 

52 ケ レダン ArtocarρIIS sp. VllL Kal. 皿(0. 53) m E 

53 カメ レレ Eucalyptus deglu�ta X1ID N. G. m(0.52) E E 

54 ケ ラ ット Eugellia sp. VllM Kal. IV(0.71) W IV 

55 ロン リヤン Tγista:百ia sp. IlG Cam. V(1.12) V V 

56 スローノレ ク ラハ Dacl'ydium elatum IlF 
ﾅ 

Cam. n (0.45) I n 

57 フ ブラ AllthoceρIzalus cadamba X1IB N. G. Il (0. 38) E I 

58 タ ウ ン Pometia pil111ata XC  N. G. Il(0.51) E IV 

59 ナ ト 一 Palaquiu1lt sp. XF  IV N 

60 プランチョネラ Plal1chol1ella sp XBIB N. G. I Il(0.41) E E 

61 ホ ワ イ ト シリ ス Ailanthus sp. XA  N. G. I Il (0. 38) H 皿

62 ア ンベロ イ PterocymbiullI beccarii 湿C N. G. : 1 (0.34) m E 

63 テ ラ リ ン 7・'arrietia sp. VllC Kal. 皿(0. 67) 国 E 

64 カ フ ス Aquilaria malaccensis VllB Kal. Il (0. 40) 直 E 

65 セ ルチス Celtis sp. X1IC N. G. m(0.59) E E 

66 グメリナ Gmelina sp. E E 

67 チーク Tectona gralldis 潤G I Bma. I Il (O 刊 I I 
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Physical properties 強度的性質 Mechanical properties 
耐朽十!二

22EZ判 繊程交判 略性判 明広ヤン*7 1 r肋げ強さ吋制1さ *9 せん断*10 かた~:!.1JDurability 
htw f片 岡)数(縦)1 (縦)1 (縦)ヤ (板目面)
bulk ・ YOUNG'S IModulus IMaximum 板目面)1 _.
density at MaxIn111m Water -modulus of rupturecrushmgH SsftRhreaeadnrigaintl hg S政 少重量減叫
20%'  I~egree of 号bsorptionl;~V;bti~ l i~ .st:;ù~L~I ~trerlgth I~t~~<;;~th I ~!~dne_ss 率
relative Inter-In bendi benradlilneg i ln com- ( (Tangen-
dastance locked ta tlai ng pression tial 
from p出 gmn JE:l pamilel topa topa削除ïtol surf 
~~ihaÍ"~i 15HUU  I~~~LLV" Igrain Igrain 1 ~;~i~'~L LVI I ~u"u~~/I loss 
80% 

lV I E E 皿 E lV E W 

E I 一
lV V m E m E lV E V 

v 一
国 I V V V V V E 

皿 4 E E lV V V E V E 

m n V W V lV W lV V 

E E V W W lV 皿 血

盟 V E E 班 E m E 立

n I E E E E E E E 

m n I V V V V V I 

E E I E I E I E E 

m 一

IV m E lV V W V lV E 

m V E lV IV IV V 臨 E 

I 一 E E E lV E W 

田 E E 皿 E 皿 E E E 

E 一
皿 E 国 耶 皿 E E E 

国 I 国 E 立 E E E W 

m E 皿 皿 E E E l[ 

E E 班 m E m E IV 

W E 皿 E E E 盟 皿

III 皿 皿 血 IV lV 班 E 

阻 V V V V V V E 

E W E E E 皿 班 E 

E E E E E E E E W 

' E H 班 四 田 E 国 皿

E m E 阻 W E 皿 皿 E 

E I 皿 m E E I m IV 

E I IV E E E E E W 

I I V E I E I E V 

I E IV W W V IV E 

m v E I E E I IV 

立 V IV E E III IV W W 

E IV E E E E E 国 E 

IV I E E E E E I 
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鋸断性 乾燥性

樹 極 名 Sawing Drying 

Species 
鋸荷主断能*1 乾1m燥n.y*2

Sawing Dr 
rate tl yrnInE g 

l キャンプノスノマー Camρnosperma I E 
て7 bγevipetiolata 

2 スポンジアス Spondias sp. m I 

3 アルスト ニ ア Alstonia sp E I 

41 ~ ェ Jレ トン Dyem sp. E 

5 アガチス Agathis sp. I 

/1 /1 E 

6 カナリウム Cal1ariutn sp. E 

7 ターミナリ ア Termil1alia sp. I E 

8 ターミナリア /1 E E 

9 エ .マ Octo11leles SI廿natγω10 E 班

10 プ ジッ ク Allisoptera glabra W 

11 ギア ム Cotylelobium sp. V 

12 アピトン DiρterocaゆUS sp. 班

13 チュテールサー
Jレ

D. alatus E 

14 
チュテ-)レ ノマン D. il1sularis E 
コイ

15 クノレイン DijJterocarpus Sp. E 

16 クノレイン /1 E 

17 ク Jレイン /1 W 

18 ク Jレイン /1 IV 

19 カプー Jレ DIツobalanoρs Sp. IV 

20 カプー Jレ /1 

21 コキー タ サイ HO�ea Pierrei IV 

22 センガ「ワン Shorea albida IV E 

23 レッド ラワン S. negl'osensis E 

/1 /1 

24 レッド メランチ Sh01'ea (Rubroshorea) sp. E 

25 ライトレ ッ ド
/1 E 

メランチ
26 ホワイト メラ ンチ Shol'ea (Antlloshol'ea) sp. E 

27 コムニヤン S目 hyþochm V 

28 イエロー メ ラ ンチ Shorea (Richetioides) sp. 皿

29 イエロー メ ラ ンチ /1 皿 E 

30 ノ守ンキライ Shorea (Shol'ea) sp. W 

31 ノイラウ (1) 11 V 

32 パラウ (2) /1 V 

33 パラウ (3) /1 V 

34 レサック Vatica sp. V 
35 ニューギニアパ E: E I スウド os�m'nwm medulloslIlII 

‘y 

Table 7. 加工

Grading of wood processing 

ひき材加工 Lumber

C凶ut4tEi飽ng切b開y1jth 
rotating knife 

切削低*3 刃寿命先の判 ユUリr回ア
抗

接S近he力判Cutting Knife ar 
force life strength 

W E 皿

I I W 

E I IV 

I 一 W 

E IV 

I I 

班 E 
t 

皿 V E 

四 I 皿

E E V 

IV W W 

E I 

IV II~IV E 

IV V W 

IV W E 

E W 

皿 班 E 

E IV~V E 

E E 

IV II~盟 四

一
IV 

m I E 

E E IV 

回 IV E 

I I ~ II W 

E IV 

II IV 

W IV E 

一
皿 I IV 

V II~IV E 

国 E 

W I 

W I 

W E 

I I V 
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性評価表

suitabilitie活 of each species. 

processmg 合板製造 Manufacturing of veneer and plywood 

接 Gl若uing 
性 単板旬]削悩: 単Ve板乾燥性 イ1トI~‘dV二2 岩 1士

Veneer peeling neer drying Gluing 

樹re脂SlQ 
レソツレシノーJレ樹防 接Rat活io of 力比*11

話r~i~Jれ$*7 むきはだ判乾燥時間判狂い判。
atio of shear Resorcinol resin 

stアre樹ng)th 
はくl出altmEVl- 6 技S省he力ar*S はDeく縦率*6 Lath巴 Veneer Drying 

Warp (>>5リ ( フェノ ー)
De lami- check surface time 日Urea PJレh樹enjloBlic 

nation strength nation 
resJロ resln 

E E I IV IV E E E 

I W E 班 臨 IV IV m 皿

E IV I E I E E IV W 

I IV I m III V E IV V 

E IV 立 E IV IV V 班 E 

I V IV V IV 皿

I E I W 直 E E 皿 V 

盟 班 I III E E 血 E IV 

I V I V 阻 E E V IV 

V IV E V IV V E m W 

W I E E V 皿 I E 

V m E E W E 直 皿 E 

V 皿 E 皿 W E m E E 

V 1lI E E W E m 瓜 E 

IV IV E m 
V E E 郎 IV 皿 皿 IV E 

V E E 狙 lV E m 皿

V E E 血 1lI I 皿

I 血 皿 W IV E m m V 

一 一 皿 皿

V V 皿 E m 
E lV E W n I I 皿 I 

I IV I E E E n IV E 

E 皿 I I E E E 皿 班

W W E E E 皿

I 国 皿 皿 E I E W IV 

一 IV E I ロ 皿 IV 

E 阻 I V IV E E E E 

E E IV 

E E E W E E n E IV 

IV I IV V V 一 皿 n 
V E IV V V E 阻 W E 

V I IV V V E n 
V I W V V E 砥 IV I 

I E I 皿 W W E E E 

I V I I 皿 W V IV E 
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Table 7. (つづき) (Continued) 

主註 装 性

Painting 未漂白パJレフ'

宇治 和 名 塗性!以付着本13
強

塗料日~化*12 収率*H
Species Stren-

Curing Adh巴sion Yield 
百 I ~長 り

time strength 

Tensile 

l キャンプノスパー csabbonrnzepdunzipaos septtseoDrlma. ta a 班 E I I 

2 てス7 ポ ンジアス Sρ01lalas sp. 瓜 IV E 盟

3 アルス トニア Alstonia sp. I V IV IV 

4 ジ ェ Jレトン Dyera sp. E W E 

5 アガチス Agatlzis sp. II IV 

1/ 1/ E 理

6 カナリウム GallariuJn sp. I I 

7 ターミナリア Termillalia sp. E IV IV I 

8 ターミナリア 1/ E 皿 E E 

9 エ てF Octomeles sumatralla E IV 皿 I 

10 プジック Allisoρtera glabra 盟 IV IV 

11 ギアム Cotylelobiu11I sp. W V W 

12 アピトン DiρterocarρltS sp E 皿 m 
13 チュテールサー D. alatus 

ノレ
目 IV IV 

14 チ ュ テ-)レ ノマン D. illslllarﾎs 血 IV IV 
コイ

15 ク Jレイン DiρterocQl'þus sp. 一 血 V 

16 ク Jレイン 出 班
E 

V 1/ 

17 クノレ イ ン 1/ 瓜 E IV 

18 ク Jレイン 1/ 皿 W IV 

19 カプ ー ル Dryobalano.ρs sp V 

20 カ 7' - )1ノ 1/ 一 lV m 
21 コキー クサイ Hoρea ρierrei 血 W IV 

22 センガ「ワン Shorea albida 血 E E lV 

23 レッド ラワン S. lIegrosensis E 血 E 
定， 1/ 皿 m 

24 レッド メランチ Shorea (Rllbl'oslwrea) sp. 一 一
25 ラ イトレッド

1/ E 血 皿
メランチ

26 ホワイト メランチ Shorea (Alltltoshorea) sp. E 皿 IV 

27 コムニヤン S. hypoch:γa m IV I刃

28 イ エロー メランチ Shorea (Richetioides) sp 

29 イエロー メ ラ ンチ 1/ I E E n 
30 ノマンキライ Shorea (Shorea) sp. E IV W 

31 ノてラウ (1) 1/ E IV 直 F 

32 パラ ウ (2) 乏， W m 
33 パラウ (3) 1/ IV IV 

34 レサック Vatica sp. IV V 立

35 ニューギニアパ Elldos�ermulll medullosmn E V II I スウッド
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パルプ化 Pulping ファ イ パrinーEボoーf ド製造
Manufactu 日ber board 

Unbleached pulp i!;i 白ノマJレプ Bleached pulp 

ISf.制 漂 自 性 色もどり
ピッチ 収率制。 曲げ強制1 I以水率的2

白色皮*16 ト ラブJレ さ

gth Bleachability 
Colour Pitch 
reverslOn troubl巴

BI !裂き
Bright- ロー- 1二 *17 樹点Re脂$s1i9斑n 

Yield Bendinztsh z Water 

乱巴 B白r色19度ht$-16 PC価*18 streng absorption ness 
PC 

Tear nu町lber I ness number spot 

E W E E E E m 立 E 

N 立 皿 V 皿 I 皿 阻 N 

邸 国 N V IV I E E V 

E E E E m V 瓜 皿

I 1V V W 1V I I E IV 

血 I E W m W m E E 

IV V IV 皿 E E IV 皿 E 

I W W 回 W I m I E 

W W W V W E E 阻 E 

皿 皿 E E 

E 阻 E E E lV 

思 E E E E V W E 

皿 lV I IV 

1V W 阻 皿 血

W W E E E I V E 

1V 皿 E E E E lV 皿

m lV 皿 E E E 1V IV 

皿 IV E W 皿 一 E 

一
E V 直 E I 

IV E 皿 E I 

E 皿 E lV E W E E E 

E W 皿 E I E E 1V I 

E W E E I E E I 

班 E 皿 E E 一 阻

E I E E I E 皿 I 

lV m 皿 E 一

一
I E E 皿 V E 目 E I 

W E E E H W V E 

E lV E E m V W 

E 盟 皿 I E V W 

V 皿 E E E V V E 

m E E E E V lV E 

lV I E V E E E II E 
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Table 7. (つづき) (Continued) 

ひき材加工 Lumber

鋸断 f生 乾燥セt C回ut転ti鈎ng切b削y性

樹 程 名 Sawing Drying rotating knife 

Speci巴s
率鋸断能不1 乾燥l時相

切抗削抵*8 刃寿命先の判 ユuリreアa 

!尚
接S着heカ判

Sawing DrtiyIIi1n巴g 
Cutting Knife ar 

rate force life 
str巴ロgth

ニ ュ ジラン ド Nothofagu 6 ピーチ (1) . I lVOlllOJagus sp E N I E 
ε， 11 m N I 

37 ニ ュージーラ ン ド Nolhofagus sp. E E I 血
ピーチ (2)

11 11 E I I 

38 ボルネオオーク Quercus sp. V V I 

39 て7 ラス Homalium foetidu11t V 直 皿 I I 

40 7 
、、、 ン Gonysiylus bancanus E E E 

11 11 E E I 

41 カロフィ Jレム CaloPhyltU1n sp. N E N 一 E 

42 ゲロンガン Cratoxylon a1'borescens 皿 E N E 

43 ウ ン Eusideroxylo珂 zwageri V V E 一
44 リツ ェア Litsea sp. 直 m I I V 

45 アJレピジア Albizia falcata I 

46 インツィ ア Intsia sp. N 皿 皿 I E 

47 メンゲ?リ ス Koomρassia excelsa N 直 lV 

48 ロ ヨン Parl秣 streρtocarpa 一 E 血

49 セプターパヤ Pseudosindora ρalustris E 11 E 

11 11 N E I 

50 チャンノマカ Michelia sp. E E E 

51 ジョンコン Dactylocladus slenostadザS E E W 
11 11 E E I 皿

52 ケレタe ン Al'tocarρus sp. E 皿 E 

53 カメレレ Eucalyρtus degluρta N 国 皿 W 

54 ケラット Eugenia sp. V N E 

55 ロン リヤン Tristania sp. V V 

56 スローノレ クラハ Dacrydium elatu1II 一 E 皿J.,. 
57 フ ブラ Anthocephalus cada押lba E E 11 I N 

58 タ ウ ン Pometia ρinnata E E 国 E 皿

59 ナ ト ー Palaquiu11t sp. N N 皿 N E 

60 プランチョネラ Planchonella sp. 皿 E I I N 
61 ホワイト シリス Ailantlms sp. I E E I N 

62 アンベロイ Pterocymbiu11t beccal'ii 皿 I I I V 

63 テラリン Tarrietia sp. E N E 

64 カ フ ス Aquilari.α 抑wlaccensis I I 一 N 

65 セルチス Celtis sp. N E W v E 

66 グメリナ Gmelina sp. m E 皿 N V 

67 チ ー ク Tecto1Zαgγandis N E I V 
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processlng 合板製造 Manufacturing of veneer and plywood 

接 Glf布ut3iミng 性 V単e 板切j 削性 単板乾燥性 按 者 性
ロ巴er peeling Veneer drying Gluing 

にいかンノ ー哨指 一一援R-atziotofカ十 ー比判f一樹脂
resm Rsorcinol resin 衷\!ilJれ率判 むきはだ判 乾燥時間判 狂い*10 shear 

strength 

はDくe 南陸率判 接SThfejaJr 判 はくl織ar率判 Lathe Ven巴er Drying ユ リア樹脂 フェノーJレ

lami- Delami- check surface time Warp 
Urea 樹Pllh竹enolic 

nation strength nation reSln 
resm 

E E E 四 E IV V n E 

一
E 班 E E I IV E E I 

一
IV I 班 I I 

IV I 皿 V V E 皿 立 IV 

I 皿 I IV IV m IV 阻 E 

I E I 皿 IV E 皿 E m 
I 皿 I 日 E 阻 E m E 

一
E V E E E III E V IV 

一 E E 班 一

E E E 

一 V V 一
一

一 E E IV IV 盟 IV 

I E I 盟 IV E E E I 

I 立 I III E V E 皿 IV 

I IV I m E IV E E III 

I IV I 一

I m I 国 E IV V m IV 

IV lV E IV IV 皿 I 皿 皿

E E E 皿 IV IV 国 E IV 

V V E E 立

一 E E V E E 

E m I E E E E E m 
E 国 I E E E E I 

I E E E 国 IV E I I 

皿 lV V m E m E E E 

I IV I E E E E IV W 

I V E IV IV V I V E 

E E V IV E E E E m 
I IV I E 血 皿 IV IV V 

IV E I 皿 W E V E E 

IV V V E IV lV E V V 

V 皿 皿 IV W E I V IV 
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Table 7. (つづき) (Continued) 

塗 装 f生

Painting 分、~Æ 白ノ守Jレプ

樹 w 名 塗f生j以付者*13 51¥ 
主主料政化本12 収率叫

Species Stren-

Curing Adhesion Yi巴ld
日|張りtime strength 

Tensile 

ニュージーランド Nothofagu 36 ビーチ (1) 11vOUlOJagus sp V I 

" " I lV 

37 ニ ュ ー ジーランド Nothofagus sp. E I ビーチ (2)

" " E IV 

38 ボJレネオ オーク Quercus sp E m 
39 .マ フ ス Homalium foetidztm E 立 IV IV 

40 フ
、、、 ン Gonystylus bancanzts E E 

" " E 皿

41 カロフィノレム CaloρJりIllU11l sp. 血 E E I 

42 ゲロンガン Cratoxylon al・borescens E E II E 

43 ウ ン Eusideroxylon zwageri V E IV V 

44 リツェア Litsea sp V E IV I 

45 アノレピジア Albizia falcata I E 

46 インツィア Intsia sp E E 

47 メンゲリス J(oompassia excelsa E 孤 W 阻

48 ロ ヨン Parl俉 streρtocarρ。 E E 皿

49 セプターパヤ Psendosindora ρaluslri s E I 

" " W I 

50 チャンノマカ Mic/zelia sp m 一 E E 

51 ジョンコン Daciylocladus stellostachys E lli 

" 11 E E 

52 'r ν ゲソ ArtocarρI!S sp. 皿 E 皿

53 カメレレ Eucalyρtt{S degltψta E IV 1lI 皿

54 ケラット Eugenia sp. IV IV 

55 ロン リヤン T円stania sp. E W IV 

56 スローJレ クラハ Dacl'ydiU1n elatu1Il m れf E J.,. 

57 フ フラ Anthoceρhalus cadamba I V 皿 E 

58 タ ウ ン Pometia pinnata 皿 皿 E E 

59 ナ ト Palaquium sp. E m m E 

60 プランチ ョ ネラ Planchonella sp. 盟 m I E 

61 ホワイト シリス Ailanthus sp. E IV 皿 I 

62 アンベロイ Pterocymbium beccarii E E I 皿

63 テラリン Taγγietia sp. IV V IV 
64 カ フ ス Aquilaria malacce乱sis 国 E E 

65 セノレチス Celtis sp. E V I 回

66 グメリナ Gmelina sp. E V IV 阻

67 チーク 7・ectona gタandis V E 
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パ Jレプ化 Pulping ファ イパーボーfiドb製er造t 
Manufacturing of fi ber board 

Unbleached pulp 漂白ノ寸ノレプ Bleached pulp 

度キ15 君主 自 市立 色もど り
ピッチ 収率的。 曲 lグ強制1 吸水率ホ22

トラブりレ 一、句, 
白色皮*16

Colour Pitch gth Bleachability 
reverSlOn trouble 

51 裂き
Bright- ローエ*17

色B白n皮gh*t1-6 
PC側*18 樹点RE*脂s1i9斑n 

Yield sBternednigntE h Water 
ness 価Ro巴 PC 

absorption 

Tear number ness number spot 

lV m I W E I lV lV E 

V E I E E I E れf E 

E m 班 E E E 

E W E V lV I E lV E 

E E 

V I E W E I E E 皿

E W m E E I lV E E 

I 盟 E lV lV I E 瓜 V 

m V V V 瓜 皿

阻 E 皿 V V V 立 lV E 

E 1lI E E E I 立 血 I 

I lV E 盟 E I 皿 V lV 

lV I E E E 

E m 
W W E V v I E I E 

I I I E H 理 E E 

一 一
E E E lV W I E E 

E E 皿 E E V E E 

I lV 阻 E W I I E 思

E W V E E V 

E lV 皿 I 

m W lV 立

E 皿 E 皿 V I E 立 V 

田 E E 皿 E E 皿 E V 

E lV 国 lV E E V 皿 m 
m I I lV E I 阻 m V 

E E lV V E E 班 E E 

E E E lV E I 皿 E lV 

lV E E E E E W E 

W E E E E 直 E IV 

V 皿 E m W I 皿 E V 

皿 I E lV V E E E I 

一
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階級

Class 

I 

E 

E 

W 

V 

音1・

向

z 
σ 

σIX 
出

階級

Class 

I 

E 

皿

N 
V 

計

1'1 

X 

σ 

σIX 
α; 
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物理的性質

容(全右!:乾霊> Sh収rinkagder縮vfrom gr率een 
to oven dry 

Apparent 
spec五c j妾線方向 放射方向
gravity 
in oven dry Tangential Radial 

6.8 9.5 8.1 

37.8 23.0 25.7 

25. 7 29. 7 36.5 

17.6 24.3 2l. 6 

12.1 13.5 8.1 

100 100 100 

65 65 65 

0.594 8.98 4, 46 

0.198 2.29 l. 46 

33.3 25.5 32.8 

0.81 O. 79 0.82 

~日-一_. 圃

ひき材加 工

回転鈎切削性
鋸断性 乾 14) 1:生 Cutting by rotating 

knife Sawing Drying 

~I~断能率 乾燥H寺悶
切断j抵抗 刃先の1d:命

Sawing Drying Cutting 
Knife life rate tim巴 force 

9.1 9.4 15.8 35.0 

21.2 37.5 18.9 15.0 

36.4 26.6 32.6 12.5 

27.2 10.9 28.0 27.5 

6.1 15.6 4. 7 10.0 

100 100 100 

32 62 62 

3.44 12.4 2.20 

0.94 8.2 0.78 

27.4 66. 1 35.6 

0.85 0.73 0.64 

Table 8. 各階級

Frequency of 

Physical properties 

容変積動密比度数 繊維交錯皮 l汲(板水目面性) 

Ratio of bulk 
Maximum Water 

density at 20 
degre巴 of absorption 

%di relativE 
distance from 

interlocked in tangential 

pB0it7h 6 to that at 
gralll section 

18.3 20.6 5.7 

21. 1 36. 5 12.9 

49.3 17.5 25. 7 

8.5 14.3 5. 7 

2.8 11. 1 20.0 

100 100 100 

65 56 32 

0.91 16.3 0.073 

0.19 9.9 0.057 

20.8 60.8 77.9 

0.71 O. 70 

Lllmber processing 

J� 司~~ f生
Gluing 

ユリア樹脂 レソツレシノールre樹Sl脂
Urea resin Resorcinol resin 

援活力 はく出íf率 接Sh指ear力 は く凶frf_í
Shear Delami- Delami-

strength nation strength nation 

8.8 35.1 10目 5 40.3 

22.8 15.8 21.0 24.6 

29.8 12.3 35.1 22.8 

28.1 12.3 24.6 7.0 

10.5 24. 5 8.8 5.3 

100 100 100 100 

54 54 54 54 

128.0 26.8 132.2 13.7 

34. 7 43.8 19.4 

36, 4 129.3 33.1 14l. 7 

0.86 0.58 0.91 1. 03 

Note) n : 樹種数 Number of species. X ・ 平均 Mean. σ: 校準偏差 Standard deviation. σ/x: 変具係数
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の度数分布

巴ach class (9�) 

r
D
 

- ~ ・E田宮司副由円b帽 司' 一一 一

強度的性質 Mechaoical properties 
I付朽住i二

1l1J!:fヤング係 曲げ強さ 圧縮強(縦)さ せん(紅断白主主而さ) 
台、 fこ さ Durability 

数 (縦) (縦〉 (仮目面)

Y OUNG'S modu- Modulus of 
Maximum 

SsftRhrea巴adnrigaintl1g 1 

Side hard- 虫益減少ベ1
lus in static rupture io cstrruesnhgi nth g ln ness 

bencョllilnegl static bending (TangurefnE tial 
parallel to parallel to COIrnapl resslOn surface) surrac巴〉 Weight 

gram gram 
parallel to loss 
gram 

4.6 12.3 6.2 10.8 4.6 10.9 

29.2 23.1 32.3 26.2 27.7 29. 7 

33.9 27.7 24.6 23.1 40.0 29.7 

15.4 16.9 21. 5 23.0 15.4 18.8 

16.9 20.0 15.4 16.9 12.3 10.9 

100 100 100 100 100 100 

63 63 63 63 63 一
127.7 1, 029. 6 530.5 115.4 2.26 

40.6 374.9 174.7 43.6 1.29 

31. 8 36.4 32.9 37.8 57.1 

0.74 0.67 0.74 0.57 0.77 
一一一一

合板製造 Maoufacturing of veneer and plywood 
塗装性

単板切削性
Veneer peeling 

単板乾燥性
Veneer drying 

Lath巴
check 

Veneer 
sur.face 

Drying 
time 

乾燥時間|狂 い

Warp 

裳古~Jれ事 むきはだ

援活性
Gluing 

接着i JJ 比
Ratio of shear 

竺竺些些
|フ z ノーレ

ユ17樹脂|柑JIIí
二百 I Ph?nolic 

I resm 

6. 5 

22.6 

35.5 

17.7 

17.7 

100 

。
。

o
o

-

-

4

3

 

q,
b 

6.7 

31. 6 

30.0 

20.0 

11. 7 

100 

今
必
内
d

•• 今
，
“
勺1
v

勺
4

勺
A
V

15.9 

100 

52 

36. 7 

14.3 

38.9 

1. 05 

58 

5.92 

1. 63 

27.6 

0.92 

8.1 

14.5 

50.0 

19.3 

58 I 

Paioting 

塗料硬化|捻~付活性

Curiog I Adhesion 
tim巴 I strength 

12.3 9. 4 

21. 9 14.0 

38.6 

26.3 

1

1

 

n
v

必
句
勺
L
7
'

•
•
•• 

2

7

8

1

0

 

今
d
q
4
q
d

n
v
n
y
a
υ
 

勺
リ

κ
u
n
y

に
d

•••• 
匂
J
q
L
n
u
n
y
n
U

F
U

n
d
 

'

i

d

U

7

'

 

ハ
U

弓
，b
n
y

勺
，

•
••• 

5

1

0

5

0

 

に
d
q
4

Coefficient of variation, α: 級間隔/原節偏差~. Ratio of class width to standard deviation. 
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〈つづき) (Continued) 

ノf )1ノ プ 化 Pulping 

未漂白パノレプ Unbleached pulp ?~i 白パ Jレプ Bleached pulp 

階級 . 
強 度 ~l 白 性 C色01もo どり ピ γプチ

ur トラ Jレ

Class 
qJ/. 本 Strength 白色 皮 Bleachability reverSlOn Pitch 

trouble 
Yield fJ I U長り 引 裂き Bright- ロ ーエ何ft 白色 皮 P C11Jft 樹Re租si斑n点

ness Roe Bright- PC 

Tensile Tear Ilumber ness number spot 

' 
I 11. 3 14.5 8.1 12.9 8.1 3.3 7.1 52.8 

E 25.8 16.2 19.4 11. 3 19.3 34.4 42.9 25.0 

回 22.6 32.2 41. 9 38. 7 58.1 27.9 25.0 5.6 

W 35.5 32.2 24.2 32.3 9. 7 21. 3 16.1 5.6 

V 4.8 6.4 4.8 4.8 13.1 8.9 11. 0 

音1・ 100 100 100 100 100 100 100 100 

11 60 60 60 60 60 59 55 

z 46.1 8.04 130.3 21. 6 83.9 3.67 

σ 3. 4 1. 87 21. 7 6.09 2.60 4.56 2.98 

σ/k 7.38 23.2 16.6 28.2 5. 44 81.3 

ど芭 0.59 0.86 0.92 0.82 O. 77 0.88 0.50 
」ーー一-

Table 8. 

手投!iJf 試林表付

カンボジアRt材の性質(1)

サラワク産メランチ類木材の性質
カンボジアtE材の性質(2)
北ボルネオiîiカプーJレ材の性質
カンボジァRt材の性質(3) カンボジア産材 8 樹種の
パルプ化
丸ノコによる被削性試験 1 ， サラワク産レッ ド メ
ランチ類木材およびカンボジア産材の丸ノコによる
被削性試験
カリマンタンmク Jレイン材の性質
カンボジアm材 8 樹紐の耐朽性試験
南洋材数石l! ( フタパガキ科〉 のパノレフ。化およびファ
イ パーボード製造試験

フィリピンQEアピトン材の性質
カリマンタンïmノぜンキライおよびホワイ卜
チ材の性質
カ リ マンタンjili13樹極の性質
マラヤRtク Jレイン材の性質
カリ マンタンEEノマンキラ イ， ホワイ ト メランチ，
カ リ マンタンiill13側主Eおよび7 ラヤ0'fク Jレインの耐
朽性試験
マラヤ産クルイ ン材のひき板接着適性
フィリピン産レッド ラ ワ ン材の性質

ニューギニア， ソロモン産 7 樹種の性質
サラワク ， ニューギニア産 8 樹種の性質

カリマンタン， ユューギニア産10樹磁の性質
ニューギニア， その他地区産 9 樹務:の性質

J題表

6 

句
'
n
o
n
y

" 

''

''

r

 

'

'

a'
 

者

木材郎
木材協
木材部
木材部
f寺山恒 ・ 菊池文彦l
i河野 lWI ・ 宇佐美国典1
ì'J山経雄

木材部
松岡昭四郎 ・ 庄司要作
パルプ研究室
繊維板研究室
木材部
木材部

2仕主~

メラン

10 

11 

2
3
A
-

1
-
-

" 
" 

r

r

F
 

a'

d

a'
 

木材 J部 ・ **il'f化学問l
木材部 ・ 林i!1i化学部
松岡昭四郎

5

6

7

8

9

0

 

1
a
'
i
1
ι
1
a
t
a

つ
白

,
r

,F

, 

，
A

，
れ
，
，
，
，

現H量初災 - TJ里子表作 ・ 千築保人
木材部 ・ 林産化学部
木材羽1 ・ 林産化学部
木材部 ・ 林産化学部
木材部 ・ 林産化学部
木材源 ・ 林産化学部
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きカて

南洋材の性質 21 (木材部・林産化学昔ß)

とあ

未利用南洋材の有効利用を目的として， 木材部 ・ 林i2E化
ファ イ パーボード製造

乱在anufacturing of fiber board 

学部が約10年間にわたりとりあげてきた試験の内容と， そ

の結果{ζ基づく材質および加工適性の評価一覧表を示し

ザe

~。

率水吸出!げ強さ収

膨大な極類の南洋材のなかで，供試した樹極はきわめて
Water 
absorption 

Bending 
strength 

Yield 

政られた範囲のものであり， 供試個体数もすくない。しか

し， 樹極的には現在輸入されている主要な ものは相当置が

とりあげられており ， それぞれの時期の要請に ζたえ即応

的lと提供した技術的資料は，未利用材の活用IC対し， 大き

な役割を果たしてきたものと考えられる。
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なお， 現在， 今までえられたデータをもとに， 材質と加

工性との関述， および各樹租の利用適性のグルーピ ングな

どについて検討中である 。
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Appendix 

List of R巴ports Published in Bulletins of the Gov巴rnment Forest 

Experiment Station on th巴 Properties of Tropical 、Noods

1. Wood Technology Division: The Prop巴rties of Tropical �iIToods. 1. 
Studi巴s on th巴 ut出zation of Cambodian woods. (1) Bulletin , No. 190. (1966) 

2. Wood Technology Division : The Properties of Tropical Woods. 2. 
Studies on th巴 utilization of a few Meranti woods grown in Sarawak. (1) 

Bulletin, No. 190. (1966) 

3. 、ilTood Technology Division : The Properties of Tropical 羽Toods. 3. 
Studies on the utilization of Cambodian woods. (2) Bulletin, No. 194. (1966) 

4. Wood Technology Division : The Properties of Tropical Woods. 4. 
Studies on the utilization of the Kapur woods (DryobalanojJs spp.) 
grown in North Borneo. Bulletin, No. 197. (1967) 

5. T. KAYAMA , F. KIKUCIlI, 1. TAKANO and K. USAMI : The Properties of Tropical Woods 5. 
Studies on the utilization of Cambodian woods. (3) Kraft pulping and papermaking 
characteristics of some Cambodian Woods. Bulletin, No. 197. (1967) 

6. T. AOYAMA : Properties of Tropical Woods. 6. 
Sawing properties of tropical woods by circular saw. 1 
Sawing prop巴rties of Red meranti woocl grown in Sarawak ancl Camboclian 
woocls by circular saw. Bull巴tin， No. 200. (1967) 

7. Woocl Technology Division : The Properties of Tropical Woocls. 7. 
Studies of the utilization of Keruing woods grown in Kalimantan. (1). 

BlIlletin, No. 206. (1967) 

8. S. MATSUOKA and Y. SYOJI : The Properti巴s of Tropical 羽Toods. 8. 
Relative durability of eight species of Cambodian woods. Bulletin, No. 206. (1967) 

9. Pulp and Papermaking Laboratory and Fiberboard Laboratory : The Prop巴rties
of Tropical もilToods. 9. Kraft pulping and fiberboard manufacturing characteristics 
of som巴 tropical woods. (Dipterocarpaceae) BlIlletin , No. 207. (1967) 

10. 百八Tood Technology Division : The Properties of Tropical �iIToocls. 10. 
Studies of the utilization of the Apitong Woods grown in the Philippines. (1) 

Bulletin, No. 208. (1968) 

11. VVoocl Technology Division : The Properties of Tropical Woocls. 11. 
Studies on the utilization of Bangkirai ancl White meranti woocls 
grown in Kalimantan. Bull巴tin ， No. 218. (1968) 

12. Woocl Technology Division ancl Forest Proclucts Chemistry Division : 
The Properties of Tropical ì九Toods. 12. Studies on the utilization of 
thirteen species of Kalimantan woocls. Bulletin, No. 218. (1968) 

13. Woocl Technology Division ancl Forest Products Chemistry Division : 
The Properties of Tropical Woods. 13. Studies on the utilization of 
the Keruing woods grown in Malaya. Bulletin, No. 221. (1969) 

14. S. MATSUOKA : The Properties of Tropical Woods. 14. Relative durability 
of Bangkirai, Whit巴 meranti and thirteen other woocl species grown in 
Kalimantan and Keruing grown in Malaya. Bull巴tin， No. 230. (1970) 

15. K. MORIYA, M. SUGANO and Y. CIlI゚A : Properties of Tropical 羽Toods. 15. 
Gluing faculties of laminated wood made of Keruing lumber grown in Malaya. 

BuIletin, No. 231. (1970) 

16. 羽Tood TechnoJogy Division ancl Forest Products Chemistry Division: 
Th巴 Properties of Tropical vVoods. 16. Study on the utiIization of 
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the Red lauan wood from the Philippines Bulletin, No. 234. (1971) 

17. Wood Technology Division and Forest Products Chemistry Division: 
The Properties of Tropical Wood. 17. Studi巴s on the uti1ization of 
sev巴n species from New Guinea and Solomol1 1slands. Bu l1etil1, No. 244. (1972) 

18. Wood Technology Division and Forest Products Ch巴mistry Division : 
The Properties of Tropical Woods. 18. Studies 011 the uti1ization of 
eight species from Sarawak and New Guinea. Bu l1etin, No. 254. (1973) 

19. Wood Technology Division and Forest Products Chemistry Division : 
The Properti巴s of Tropical 羽Toods. 19. Studies on the utilization of 
ten species from Kalimantan and New Guinea. Bulletin, No. 262. (1974) 

20. Wood T巴chnology Division and Forest Products Chemistry Division : 
The Prop巴rties of Tropical Woods. 20. Studies on the utilization of 
nine species from New Guinea and other areas. Bul1etin, No. 269. (1974) 

The Properties of Tropical W oods 21 

Evaluation of the wood properties and wood processing suitabilities of 

timbers from Southeast Asia and the Pacific regions 

1九Tood Technology Division and Forest Products Chemistry Division* 

Summary 

Since 1964, the Government Forest Experiment Station has conducted a series of compreｭ

hensive studi巴s on the wood properties and processing suitabilities of timbers from Southeast 

Asia and the Pacific regions. Th巴 main purpose in carrying out these studies has been to 

tabulat巴 useful data for the e任ectiv巴 utilization of thes巴 timbers. This paper presents an 

outline of the studies and also the grading tables concerning the wood prop巴rties and processｭ

ing suitabiliti巴s based on the test results. 

(1) Test samples and items 

Woods of 67 species represent巴d in 27 families and 47 genera from Southeast Asia and 

th巴 Pacific r巴gions were selected for th巴 tests as shown in Table 1. Most species among them 

had b己en unknown or 1巴ss-known ones in Japanes巴 wood industries at the time they were 

chosen for the tests. SeveraI additionaI species were aIso included, which had already been 

well known and utilized in Japan, so as to compar巴 the results with thos巴 of unknown or 

less-known spec冾s 

Studies consisted of 85 test items on the wood properties (19 for physical properties, 13 
for ch巴mical properti巴s， 47 for mechanical properties and 6 for durability) and of 79 items on 

the processing suitabilities (28 for sawing and lumber processing. 24 for manufacturing of 

veneer and plywood , 3 for painting, 12 for pulping and 12 for manufacturing of fiberboard). 

As a rule, the t巴st methods authorized in Japanese 1ndustrial Standard (]1S) or Japanese 

本 Compiled by T. TSUTSUMOTO and H. KARASAWA , Wood Technology Division and T. KAYAMA, Forest 
Products Chemistry Division 
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Agricultural Standard (JAS) were adopted in each of the items. Some items, which had not 
been established in JIS or JAS, were perfomed by the methods determined at the b巴ginning

of the tests. 

(2) Publication of r巴sults

Results obtained in the studies have b巴巴n published successively in th巴 Res巴arch Bulletins 

of our station as listed in the Appendix. 

(3) Evaluation of wood properties and processing suitabilities for each species. 

The 39 essential items were selected from among the 164 test items mentioned above, for 
evaluation of the wood properties and processing suitabilities. Grading was performed accordｭ

ing to the standard of the evaluation described below. 

1) Class ranged 1 to V. As for both physical and mechanical properties, the smallest 
group of values was decided class 1. On the other hand, the 巴asi巴st or most suitable group 

was decided class 1 for processing suitability. 

2) Width of each class was determined, as a rule, by both mean valu巴 of charact巴ristics

(X) and standard deviation (σ) of all sp巴cies as shown in Fig. 4. Ratio of class width to 

standard deviation (a:) came mostly to the range from 0.6 to 1. 0 so that fr巴quency of disｭ

tribution in class 1 or V fell 5 to 10 per cent of all. Seven specific items such as all mechanical 

. properties, durability, knife-life in rotating cutting and so on were not graded by thes巴 grad­

ing standards. Concerning th巴 m巴chanical properties. the correlation with th巴 speci五c gravity 

was very high. Therefore, the width of each class in this cas巴 was determind by means of 

the r巴gressive line associated with the width of each class for the specific gravity. 

Grading standards applied in the studies wer巴 shown in Tables 4 and 5. Tabl巴s 6 and 7 

showed th巴 grading results of wood properties and processing suitabilities by using thes巴

grading standards. 
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5. アガチ ス 6. カナリウム
Agathis sp. Canari・um sp. 

(幅広い辺材郎) (大きい脆心材状部分〉

.. ヨ
|乞­
~り

・・園 、I周司

『画

せ
7. ターミナリア 22. センガワン

Terminalia sp. Shorea albida 

(中央の材色の異なる部分) (はなはだしい木口割れ)

35. ニューギニア パスウッド
Endospermum medullos!l1河
(周辺部のはなはだしい変色)

36. ニュージーラン ド ビーチ(1)
Nothofagus sp. 

(渥形の偽心材状部分)

Fig. 1 供試丸太の木口の特徴例
End surface of some test Jogs. 
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43. ウリン

Eusideroxylon zwageri 
(はなはだしい木口t;jlれ)

46. インツィア

Intsia sp. 

〈はなはだしい辺材部の変色)

65. セ Jレチス

Celtis sp. 

(樹心部の褐色部分)

林業試験場研究報告第 277号

47. メンゲF リ ス

Koom�assia excelsa 

(多数の材内飾部)

Fig. 1 (つづき) (Continued) 

67. チ ーク
Teclona grandis 

(樹心部の空洞〉
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1.キ ャンプノスノf--7

Ca;悦告別ゆerma bγevゆeliolαla

2. ス ポン ジア ス

S戸ondias sp. 

4. ジェ Jtノトン

Dyera sp. 

7. ターミナリア

Terrninalia sp. 

5. アガチ ス

Agalhis sp 

8. ターミ ナリア

Terminalia sp. 

Fig.2 供 試木の木口 (x 10) 

Cross section of test pieces. 
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3. アルストニア

Alstonia sp. 

6 . カナリウム

Canarium sp. 

9. エリ 7

Octomeles sumalrana 
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10. プ ジック

A叫:iso会teγa glabγa 

13. チュテーノレ サーノレ

Dipterocarpus alatus 

17. ク Jレイン

Diρterocarρus sp. 
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11 ギアム

Cotylelobium sp. 

14. チュテーJレ ノぜンコイ

Di争teγocaγ世us insulaγis 

18. ク Jレイン

D砂terocarpus sp. 

Fig. 2 (つづき) (Continued) 

12. アピ卜ン

Dipterocarpus sp 

16. ク Jレ イ ン

Dipterocar，ρus sp. 

19. カプーノレ

Dryobalanoρs sp. 



2 1. コキー クサ イ

Ho�ea pie円'ei

23. レッド ラワン (A-2)

Sllorea lIegrosensis 

26. ホワイト メランチ

Shorea (Anthoshorea) sp. 
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22. センガ「ワン

SlIorea albida 

24. レッ ド メランチ

SllOrea (RlIlげoshorea) sp. 

27 . コムニヤン

Shorea hyρochra 

Fig. 2 (つづき) (Continued) 
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23. レッド ラワ ン (A-1)

SII01'個別19rosensis

25. ライトレッド メランチ

Shorea (Rubroshorea) sp. 

29. イエロー メランチ

SllOrea (Riclletioides) sp. 
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..弘.
30 ノぐ ンキ ライ

Shorea (Shorea) sp. 

33. ノマラ ウ (3)

Shorea (Shorea) sp. 

36. ニュージー ランド

ビーチ (1) (F-1) 

Nothofagus sp. 
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3 1. パ ラ ウ (1)

Shorea (Shorea) sp. 

34. レサック

Vatica sp目

37. ニュージーランド

ピーチ (2) (F-3) 

Notl1ofagus sp. 

Fig.2 (つづき) (Continued) 

田司

F 
国lIi ・ .，' .,. .... ' 11'¥ '，~ , ... '1 . ふ .

. 之 ゴ .. 圃

11二ピ.. ごむよE
--一 一eIlイご もや-・・・

32 . ノぜラ ウ (2)

SllOrea (Shorea) sp. 

回

35 ニューギニア パスウ ッ ド

Elldos�erl1l1tll1 medullosum 

38目 ボノレオ、オ オーク
QuerCIIs sp. 



39. "7ラス

Homalium foetidu1n 

42. ゲロンガン

Cratoxylon (lI'bOl'eSCens 

45 . ア Jレピジア

Albizia falcata 
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40. ラミ ン (C -l)

Gonystylus bancanus 

43 . ウリン

Ettsideroxylon z叩ageri

46. インツ ィア

Intsia sp. 

Fig. 2 (つづき) (Continued) 
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41. カロフィ Jレム

Caloρhyllum sp 

44. リツ ェ ア

Litsea sp. 

47. メンゲリス

]{oomραssia excelsa 
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48. ロ ヨン

Parl俉 streρtocarþa 

51. ジョンコン (A -l)

Dactylocladus stellostachys 

54 . ケラ y ト

Eugenia sp. 
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49. セプターパヤ (B-1)

Pseudosindora palustl'is 

52. ケレダ ン

Artoca1'�us sp. 

55. ロ ン リ ヤン

Tl'istallia Sp. 

Fig. 2 (つづき) (Continu巴d)

50. チャンノマカ

Micllelia sp. 

53. カ メレレ

Eucaly�tus degluρta 

56. スローJレ クラノ、ム

Dacrydit仰t elatum 



57. ラフ'ラ

Allthoce�l/Olus cadamba 

60. プランチョネラ

Plallchonella sp. 

63. テラリン

Tarrietia sp. 
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58. タウン

Pometia ρÌ1mata 

61. ホワイト シリス

A ilal1t1ws Sp. 

64. カ ラス

Aquilaria malacc即時is

Fig. 2 (つづき) (Continued) 
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59. ナト

Palaquiu1n sp. 

62. アンベロイ

PterocymbiulIl becc01'ii 

65 セルチス

Celtis sp. 
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66 . グメリナ

Gmelilla sp. 
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67 チ タ

Tectolla gralldis 


